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１．新頭取メッセージ

頭取就任に先立ち考えたことは、当行が
これまで築いてきた信用・信頼を引き継ぎ、
発展させたい、ということです。
東日本大震災以降、震災復興・地域活性化

のため金融仲介機能を発揮し、取引先数及び
貸出金残高が大きく増加し、仙台銀行も順調
に業績を伸ばしてまいりました。
これからも、地元中小企業の成長に向けた

スピード対応やオーダーメイド型融資、SBI
グループとの連携などを通じて、地域経済の
活性化に貢献してまいります。

取締役頭取 坂爪 敏雄
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２．企業概要

戦後の宮城県下の商工業界の資金難を受け、
当時の宮城県知事が金融機関設立を提唱。
宮城県の中小企業の支援・育成を使命とし、
宮城県が資本金の4割を出資する形で1951
年に仙台銀行が誕生しました。

現在の仙台銀行（2024年3月末時点）

預金（譲渡性預金含む） 12,229億円

貸出金 9,358億円

中小企業向け貸出 4,924億円

従業員数 670名

店舗数（拠点数） 47カ店

行是「信を万事の本と為す」

旧本店社屋

現仙台銀行本店社屋
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これまで これから



2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

経常収益 16,362 16,426 16,235 14,700 15,118

コア業務純益 1,389 3,172 3,458 2,162 1,953

当期純利益 819 1,717 1,506 1,157 1,167

預金残高 1,100,355 1,193,967 1,202,076 1,210,915 1,222,907

貸出金残高 751,476 836,779 876,548 903,348 935,859

自己資本比率 8.34% 8.34% 8.01% 7.91% 7.70%

取引先数
（融資取引のある事業者）

8,042先 8,533先 8,848先 9,128先 9,303先

 当期純利益は毎期10億円前後で安定推移しております。
 新規取引先の増加により、貸出金残高も増加を続けています。

（単位：百万円）

３．業績推移 これまで これから
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貸出金 うち中小企業向け貸出

約2.5倍

＜2011年3月（震災直後）を100とした場合の指数＞

約1.9倍

震災後の復興支援

コロナ禍における
事業支援

 貸出金全体、中小企業向け貸出ともに、震災直後（2011年3月期）以降毎期増加。

 貸出金全体で約1.9倍、中小企業向け貸出については約2.5倍まで残高が増加しました。

当行の特徴である、スピード対応、オーダーメイド型融資により、震災後の復興支援
及びコロナ禍において積極支援を行ってきた成果です。

４．貸出金の推移－震災復興・コロナ対応に積極支援－ これまで これから
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これまで これから
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 経営理念である「宮城県の中小企業の支援・育成」のもと、中小企業支援に積極的に取り
組んできた結果、東日本大震災直後からの中小企業向け貸出残高の伸び率は約2.5倍と、
東北地銀でトップクラスの実績となっております。

 また、担保・保証に過度に依存しない円滑な資金提供や、適切な引当の実施による健全性
の維持に努めた結果、経営者保証に依存しない貸出の割合及び不良債権の保全率について
も、東北地銀でトップクラスの数値を維持しております。

５．円滑・健全な融資運営－融資関連指標－

約2.5倍
2011年3月期から2024年3月期までの中小企業向け貸出残高の伸び率

63.7％
新規融資時に経営者保証を取らない割合（2024年3月期）

93.9％
不良債権の保全率（2024年3月期）



＜地域イベントへの参加＞
仙台青葉まつりをはじめとした各地で開催される
お祭りやイベントへ積極的に参加しています。

「仙台銀行じもと応援すずめ組」は、2015年に行
内の有志により発足した部活動です。地域の皆さま
と地元宮城を元気づけたいとの想いで、各地のお祭
りやイベントで演舞を披露しています。

＜サステナビリティ＞
• サステナビリティ関連の投融資実績を着
実に積み上げております。

• SDGｓ私募債、SDGｓ取組支援サービス
など、お取引先のサステナビリティ活動
の支援も行っております。

• 当行敷地内へのリサイクルボックス設置
など、環境負荷低減に向けた取組みを実
施しております。

これまで これから６．地域貢献
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＜金融教育への取組み＞
金融教育への取組みとして、主に小学生向け
のマネースクールや、取引先の従業員さま
向けの資産運用セミナーなど各種開催してい
ます。

金融教育を通じて地域の金融リテラシー向上
への貢献を目指しています。

これまで これから６．地域貢献
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＜人的資本経営の取組み＞
不妊治療と仕事を両立しやすい職場環境整備に
取り組む企業として、宮城県で初めて「プラチナ
くるみんプラス」の認定を受けました。

職員が働き甲斐と働きやすさを両立し、職員の
成長を通じて地域の発展へ貢献できるよう、人的
資本経営に取り組んでおります。



宮城県の発展のために、絶えず「チャレンジ」する銀行

１．事業者の成長に貢献し、お客さまを増やし続ける
スピード対応、オーダーメイド型融資、セカンドオピニオンバンク

２．個人のお客さまに便利なサービスで、より身近な存在へ
非来店ツールの拡充、多様なライフコンサルティングの提供

３．宮城県の地方創生に貢献する
半導体関連事業など産業の振興、まちづくり

４．職員が楽しみながら仕事に取り組み、自己実現と成長を後押しする
人で勝負する銀行（人的資本経営）

これまで これから７．仙台銀行が目指す姿
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中小企業支援の強化

若手職員の育成や業務効率化により、中小企業融資渉外の営業力を量・質ともに向上させ、

当行の特徴・強みである「スピード対応」「オーダーメイド型融資」を

さらに強化してまいります。

さらに「コンサルティング機能」の発揮により、融資に限らない総合的な経営

支援を実現してまいります。

これまで これから８．これからの取組み
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仙台銀行アプリやインターネットバンキングなど、非来店メニューを拡充する

ことで、より便利に、よりスマートにお取引いただける銀行を目指してまいります。

また、多様なライフコンサルティングの提供を通じ、どんなことでも相談

できる、より身近な銀行を目指してまいります。

これまで これから８．これからの取組み
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より便利に、より身近に



宮城県経済へ大きな影響を与える半導体工場進出に対して、プロジェクトチーム
を中心として、本部・営業店が一体となり、地元金融機関として全力で取り組んで

まいります。

資本業務提携しているSBIグループ、仙台銀行ビル内に仙台オフィスを開設した

JSMCホールディングスとの連携をさらに強化し、地域の皆さまとお取引先に

還元するとともに、地方創生に貢献してまいります。

これまで これから８．これからの取組み
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半導体工場進出への対応



経営ビジョンとして「人で勝負する銀行」を掲げ、職員一人ひとりが楽しみなが

ら仕事に取り組み、自己実現と成長を後押しする会社を目指してまいります。

職員が成長することにより、仙台銀行の成長、そして地域の発展へつなげてまいり

ます。

これまで これから８．これからの取組み
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人的資本経営「人で勝負する銀行」



＜当資料に関するお問い合わせ先＞
株式会社仙台銀行

経営企画部 経営企画課
TEL：022-225-8258


